
審査基準 配点

1-1 事業目的の正しい理解に基づいた提案となっているか。

1-2
・業務実績があり、得られた知見を本業務に活かす提案となっているか。
・盛土規制法の内容や行政情報システム業務知識など、当該事業を実施するため
に必要な専門的知識や情報を有しているか。

2-1

・盛土規制法にかかる業務内容の把握が十分であるか。
・盛土規制法施行に伴う業務の分析における分析方法や業務フローの整理方針な
どが具体的に示されているか。
・仕様書「４　業務内容」の（２）に示す視点に対する理解と、それらの課題・
問題点の整理方法が具体的に提案されているか。

2-2

・業務マニュアル（案）作成のため、本県職員の業務負担軽減等を考慮した作成
方針が具体的に示されているか。
・システム構築および本県職員が利用するにあたり、マニュアルの構成やデザイ
ンにより、分かりやすく作成される方針となっているか。

2-3
・デジタル化、運用等について具体的な作成方針が示されているか。
・業務改善が図られる方針であるか。
・本県の業務体制等に適した方針であるか。

4-1

・プロジェクト管理者は豊富な実績を有しているか。
・柔軟性や即応性を有した現実的な業務実施体制が提案されているか。
・プロジェクト管理に関する適切な提案がなされているか。
・無理のない合理的な作業スケジュールが提案されているか。

4-2 ・情報管理の徹底が図られる提案となっているか。

4-1
・業務分析を行うにあたり既存事業者および各土木事務所との調整およびヒアリ
ング等を受託者が主体的に実施するなど、本県の負担に配慮しているか。
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審査基準 配点

【（1－見積金額／上限金額×1.1）×10】 10

10

100

25

事業目的の理解

業務実績等

２　業務内容

盛土規制法施行に伴う業務分析と課題整理

業務マニュアル（案）の検討

次年度のシステム構築に向けた要件定義の検
討

３　実施体制等

45

20

実施体制・スケジュール管理

秘密保持と公平性の確保

見積金額による価格点

現場との調整

技術点合計

審査項目

本業務にかかる見積金額について

技術点と価格点の合計

価格点合計

審査基準表 (別紙１）

審査項目

１　全体事項


